
あわら市 観光白書
平
成
28
年
実
績

　
平
成
28
年
１
月
か
ら
12
月
ま
で
の
１
年
間
に
あ

わ
ら
市
を
訪
れ
た
観
光
客
は
、１
８
８
万
５
０
０
０

人
（
対
前
年
比
12
万
９
０
０
人
、
６・
０
％
の

減
）
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
宿
泊
客
は

89
万
３
５
０
０
人
（
同
４
万
３
１
０
０
人
、
４
・

６
％
の
減
）、
日
帰
り
客
は
99
万
１
５
０
０
人
（
同

７
万
７
８
０
０
人
、
７・３
％
の
減
）
で
、
北
陸
新

幹
線
金
沢
開
業
後
２
年
が
経
過
し
、
宿
泊
客
、
日

帰
り
客
と
も
に
減
少
に
転
じ
ま
し
た
。

平
成
27
年
と‌

の
比
較

大
型
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
が
一
段
落

　
観
光
都
市
・
あ
わ
ら
の
顔
で
も
あ
る
あ
わ
ら
温
泉

の
宿
泊
客
数
は
、88
万
８
０
０
人
で
、前
年
よ
り
４・

７
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　
平
成
27
年
３
月
の
北
陸
新
幹
線
金
沢
開
業
の
際
に

全
国
的
に
行
わ
れ
た
大
型
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど

が
一
段
落
し
、北
陸
ブ
ー
ム
が
落
ち
着
い
た
こ
と
や
、

「
九
州
ふ
っ
こ
う
割
」な
ど
の
国
を
挙
げ
た
観
光
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
な
ど
に
押
さ
れ
た
こ
と
が
要
因
と
し
て
考

え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
平
成
27
年
12
月
末
を
も
っ
て
市

内
の
宿
泊
施
設
が
１
カ
所
閉
館
に
な
っ
た
こ
と
も
影

響
し
ま
し
た
。

セ
ン
ト
ピ
ア
あ
わ
ら
奮
闘

　
各
観
光
地
に
お
い
て
は
、
入
込
客
数
が
や
や
減
少

し
た
施
設
が
多
い
中
、
セ
ン
ト
ピ
ア
あ
わ
ら
は
対
前

年
比
17
・
９
％
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
平
成
27
年
に
、
館
内
工
事
の
た
め
約
１
カ
月
間

休
館
し
て
い
た
こ
と
が
要
因
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
通

年
営
業
し
た
平
成
26
年
の
入
込
客
数
と
比
較
し
て
も

３・６
％
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
館
内
で
さ
ま
ざ

ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
そ
れ
に
付
随
し
た
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
や
割
引
券
の
発
行
な
ど
が
奏
功
し
た
も
の

と
考
え
ま
す
。

　
ま
た
、
屋
台
村
湯
け
む
り
横
丁
や
き
ら
ら
の
丘
も

微
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
屋
台
村
は
４
月
に
２
店
舗

が
新
規
出
店
し
話
題
と
な
っ
た
こ
と
や
、
き
ら
ら
の

丘
は
10
月
以
降
全
国
的
に
野
菜
の
価
格
が
高
騰
し
、

農
産
物
直
売
所
の
良
さ
が
再
認
識
さ
れ
た
こ
と
な
ど

が
要
因
と
考
え
ら
れ
、
両
者
と
も
県
内
外
か
ら
多
く

の
お
客
様
に
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

関
東
方
面
か
ら
の
観
光
客
の
割
合
は
上
昇

　

観
光
客
を
地
域
別
に
み
る
と
、
県
内
客
が

96
万
２
１
０
０
人
、
県
外
客
が
92
万
２
９
０
０
人

と
、
お
お
む
ね
半
々
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

　
県
外
か
ら
の
観
光
客
を
さ
ら
に
詳
し
く
見
る
と
、

関
西
方
面
か
ら
の
観
光
客
が
36
万
３
６
０
０
人
と

最
も
多
く
、
次
い
で
中
京
方
面
の
18
万
４
７
０
０

人
、
石
川
・
富
山
両
県
の
15
万
７
７
０
０
人
、
関

東
方
面
の
13
万
７
１
０
０
人
と
、
関
西
や
中
京
方

面
か
ら
の
観
光
客
が
60
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
ま

た
、
北
陸
新
幹
線
金
沢
開
業
後
に
増
加
し
た
関
東

方
面
か
ら
の
観
光
客
の
割
合
は
14
・
９
％
と
昨
年

よ
り
０・５
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
て
お
り
、
全
体
的
な

客
数
が
減
少
し
た
中
で
も
一
定
の
数
字
を
維
持
し

ま
し
た
。

今
後
の
対
応

知
名
度
や
魅
力
を
向
上

　
平
成
29
年
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
や
レ
ゴ
ラ

ン
ド
の
オ
ー
プ
ン
な
ど
新
し
い
話
題
の
多
い
中
京

エ
リ
ア
や
鳥
取
県
の
観
光
復
興
応
援
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
「
鳥
取
ふ
っ
こ
う
割
」
な
ど
に
よ
り
、
引
き
続

き
影
響
を
受
け
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
平
成
30
年
の
「
福
井
し
あ
わ

せ
元
気
国
体
」
や
平
成
35
年
の
「
北
陸
新
幹
線
の

金
沢-

敦
賀
延
伸
開
業
」
な
ど
、
今
後
、
福
井
エ

リ
ア
へ
の
注
目
が
集
ま
る
チ
ャ
ン
ス
も
あ
り
ま
す
。

　
来
年
度
も
引
き
続
き
あ
わ
ら
市
の
地
域
ブ
ラ
ン

ド
を
発
信
し
な
が
ら
、
観
光
地
と
し
て
の
知
名
度

や
魅
力
の
向
上
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
プ
レ
ミ
ア
ム
フ
ラ
イ
デ
ー
が
導
入
さ
れ
、

新
た
な
国
内
旅
行
の
需
要
の
創
出
が
期
待
さ
れ
る

中
、
観
光
地
と
し
て
の
魅
力
や
着
地
型
旅
行
商
品

に
磨
き
を
か
け
、
国
内
外
に
発
信
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
つ
い
て
は
、
平
成
28
年
の
訪

日
外
国
人
客
数
が
前
年
に
比
べ
て
21
・
８
％
増

の
２
４
０
３
万
９
０
０
０
人
と
、
平
成
27
年
の

１
９
７
４
万
人
を
上
回
り
過
去
最
高
を
更
新
し
ま

し
た
。

　
あ
わ
ら
市
の
訪
日
外
国
人
客
数
も
増
加
傾
向
に

は
あ
る
も
の
の
、
そ
の
数
は
約
１
万
人
と
少
な
く
、

ま
だ
ま
だ
成
長
す
る
余
地
が
あ
る
と
い
え
ま
す
。

平
成
32
年
に
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
い
う
国
を

挙
げ
て
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
も
控
え
て
い
ま
す
。
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
の
獲
得
と
そ
の
受
け
入
れ
環
境
整
備

は
、
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

広
域
連
携
で
効
率
的
か
つ
効
果
的
に
事
業
を
展
開

　
広
域
的
な
観
光
戦
略
で
は
、
複
数
存
在
し
て
い
た

広
域
観
光
組
織
の
あ
り
方
を
一
部
見
直
し
、
効
率
的

か
つ
効
果
的
に
事
業
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
観
光
客
の
滞
在
時
間
を
長
く
し
て
も
ら
う

こ
と
を
目
的
と
し
た
福
井
県
の
「
周
遊
・
滞
在
型
観

光
推
進
事
業
」
を
活
用
し
て
、二
次
交
通
の
拡
充
や
、

新
た
な
観
光
拠
点
の
整
備
と
既
存
施
設
の
機
能
向
上

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
広
域
観
光
の
推
進
母
体
の
一
つ
で

あ
っ
た
「
福
井
坂
井
奥
越
広
域
観
光
圏
推
進
協
議

会
」
は
発
展
的
に
解
散
し
、「
周
遊
・
滞
在
型
観
光

推
進
事
業
」
な
ど
の
個
々
の
エ
リ
ア
の
活
動
に
シ
フ

ト
し
て
い
く
ほ
か
、
県
都
で
あ
り
交
通
結
節
点
で
あ

る
福
井
市
を
中
心
と
す
る
連
携
中
枢
都
市
圏
形
成
に

向
け
、
事
前
準
備
を
進
め
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、あ
わ
ら
市
と
同
様
に
「
ち
は
や
ふ
る
」

の
聖
地
で
あ
る
東
京
都
府
中
市
や
滋
賀
県
大
津
市
と

引
き
続
き
連
携
を
し
な
が
ら
、
あ
わ
ら
市
の
知
名
度

ア
ッ
プ
と
Ｐ
Ｒ
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

北
陸
新
幹
線
県
内
延
伸
に
向
け
て

　
平
成
35
年
春
の
北
陸
新
幹
線
県
内
延
伸
を
控
え
、

Ｊ
Ｒ
芦
原
温
泉
駅
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
や
、
に
ぎ
わ

い
創
出
、
人
材
育
成
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
地

元
関
係
者
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
く
ほ
か
、
観
光
事
業
者
だ
け
に
限
ら
ず
本
市

の
歴
史
や
食
、
文
化
に
つ
い
て
紹
介
で
き
る
人
材
を

増
や
し
、
地
域
へ
の
愛
着
を
醸
成
す
る
と
と
も
に
、

お
も
て
な
し
の
機
運
を
高
め
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
事
業
主
体
と
な
る
あ
わ
ら
市
観
光
協
会
の

体
制
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な

事
業
者
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
魅
力
あ
る
高
付
加

価
値
商
品
や
着
地
型
旅
行
商
品
を
作
り
出
し
、
売
り

込
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
合
せ　

観
光
商
工
課

☎
７
３-

８
０
２
９

水道メーター検針が２カ月に１度になります
　市の上水道事業では、平成 29 年４月から経費節減の一環として、従来の「毎月検針・毎月請求」を「隔月（２カ月
に１度）検針・毎月請求」に変更します。料金の算定方法は、検針した２カ月分の使用水量を２等分して１カ月当た
りの料金を算定します。皆さまのご理解とご協力をお願いします。
　なお、芦原温泉上水道財産区から給水を受けている世帯は、従来どおりの毎月検針・毎月請求で変更はありません。

スムーズな水道メーター検針にご協力を

　積雪や障害物などで水道メーターの検針が
できない場合は、やむを得ず使用水量を「認
定（前回と同じ水量）」とし、２カ月後の検
針で指針が確認できた時に料金を精算しま
す。検針ができないと長期間にわたり実際に
使っている水量が把握できないことになり、
大きな誤差が生じたり、漏水の発見が遅れた
りします。検針業務をスムーズかつ確実に行
うために、ご協力をお願いします。

水道メーターボックスの上に物を置かないでください

犬を放し飼いにしたり水道メーターの
近くにつないだりしないでください

水道メーターの周りやメーターまでの
通り道はきれいにしておきましょう

ボックスのふたを
開けられないため、
検針ができない場
合があります。

雪かきをする際に
はメーター付近も
除雪するようご協
力をお願いします。

検針員がメーターに近づくことができ
ないため、検針ができない場合があり
ます。

水道メーターボックスは、時々ふたを開
けてメーターを点検することで、漏水が
早期発見できます。

問合せ　上下水道課　上水道Ｇ　☎ 73-8036

地区 検針月
水道料金請求の流れ

３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月

旧芦原町の
区域（※）、
坪江、剱岳

偶数月
（ ４、 ６、 ８、
10、12、２月）

金津、伊井、
細呂木、吉崎

奇数月
（ ５、 ７、 ９、

11、１、３月）

芦原温泉上水道
財産区給水区域 毎月

お住まいの地区により検針月が変わります

（※）芦原温泉上水道財産区給水区域を除きます。

従来どおり変更はありません。

　市の上水道事業から給水を受けている地区を、「偶数月」に検針する地区
と「奇数月」に検針する地区に分けて実施します。毎月検針から隔月検針へ
の移行調整のため、平成 29 年４月からの使用水量については６月からお支
払いいただくことになります。（閉栓による精算の場合を除きます。）
　また、下水道使用料は水道の使用水量により算定していますので、水道料
金と同様に請求を行います。

　あわら市の水道には、市が行う上水
道事業と「舟津温泉、二面温泉、田中
温泉、牛山および二面の一部」を給水
区域とする芦原温泉上水道財産区の２
つの水道事業者があり、今回の隔月検
針への移行は市の上水道事業から給水
を受けている地区が対象となります。

検針

請求

検針

３月分 ４月分 ５月分 ６月分請求

検針

請求

検針

請求

３月分 ４月分 ５月分 ６月分

検針 検針

請求 請求 請求請求

検針
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